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はじめに

ご注意
●●本書に関するすべての権利は、IDEC 株式会社に帰属しています。弊社の承諾なしに無断で複製、転載、販売、
譲渡、賃貸することはできません。
●●本書の内容については、将来予告なく変更することがあります。
●●製品の内容につきましては万全を期しておりますが、ご不審の点や誤りなど、お気付きの点がございまし
たら、お買い求めの販売店または弊社営業所までご連絡ください。

商標について
MELSEC、GX Works2 は三菱電機株式会社の登録商標です。

本書で使用する絵記号
本書では、説明を簡潔にするために次の絵記号を使用しています。

注釈

絵記号 意味

警告警告 取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う可能性があります。

注意注意 取扱いを誤った場合、人が傷害を負うか物的損害が発生する可能性があります。

特に注意しなければならない事項を記載しています。注意を怠ると本体の外観や性能、接
続している周辺機器などに影響を及ぼす可能性があります。
その機能を利用するうえでお願いしたいことや参考にしていただきたい情報、知っている
と役に立つ情報を記載しています。
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はじめに

関連マニュアル
WB2F 形に関連するマニュアルは、次のとおりです。本書と併せてご覧ください。
関連マニュアルは、弊社Web サイトで公開しています。弊社Web サイトから最新のマニュアルをダウンロー
ドしてお使いください。

型式 マニュアル名称 内容

B-1959
WB2F 形固定式 2次元コードスキャナ
PLC 接続機能
ユーザーズマニュアル（本書）

PLC 接続機能について説明しています。

B-1945
WB2F 形固定式 2次元コードスキャナ
取扱説明書

製品に同梱されています。

B-1946
コードスキャナ対応通信ユニット
WB9Z-CU100
取扱説明書

製品に同梱されています。

B-1951
WB2F 形固定式 2次元コードスキャナ
ユーザーズマニュアル

WB2F 形の概要や機能、基本的な操作方法などについ
て説明しています。

B-1963
コードスキャナ対応通信ユニット
WB9Z-CU100
ユーザーズマニュアル

通信ユニットの概要や機能、基本的な操作方法などに
ついて説明しています。

B-2023

コードスキャナ対応通信ユニット
WB9Z-CU100
PLC 接続機能
ユーザーズマニュアル

通信ユニットを使用した PLC 接続機能について説明し
ています。



iii

はじめに	 i
ご注意.......................................................................................................................................... i

商標について.............................................................................................................................. i

本書で使用する絵記号............................................................................................................. i
注釈..............................................................................................................................................................i

関連マニュアル......................................................................................................................... ii

目次	 iii

1 	 概要	 1-1

1. 1	 PLC 接続機能............................................................................................................ 1-1

1. 2	 制限事項.................................................................................................................... 1-2

1. 3	 対応機種.................................................................................................................... 1-2

1. 4	 対応 PLC.................................................................................................................... 1-2

1. 5	 設定項目（WB2F 形）................................................................................................ 1-3

2	 動作仕様	 2-1

2. 1	 概要............................................................................................................................ 2-1

2. 2	 データメモリの割り付け........................................................................................ 2-1

2. 3	 特殊エリア................................................................................................................ 2-2

2. 4	 スキャナ情報エリア................................................................................................ 2-4

2. 5	 開始・終了................................................................................................................ 2-6

2. 6	 動作シーケンス........................................................................................................ 2-7

目次



2 動作仕様 3 設定と配線1 概要

iv

目次

3	 設定と配線	 3-1

3. 1	 PLC との接続............................................................................................................ 3-1

3. 2	 MC プロトコル設定................................................................................................. 3-2
3. 2. 1	 概要.......................................................................................................................................3-2
3. 2. 2	 WB2F 形 設定例...................................................................................................................3-2
3. 2. 3	 通信ユニット設定例 （WB9Z-CU100）.............................................................................3-4
3. 2. 4	 PLC 設定例...........................................................................................................................3-5
3. 2. 5	 結線例...................................................................................................................................3-6

索引	 A-1

改定履歴	 A-2



1-1

1	概要
PLC 接続機能の概要、制限事項、対応機種、対応 PLC、および設定項目について説明します。

1. 1	 PLC 接続機能
PLC 接続機能とは、シンボルの読取結果を PLC（プログラマブル・ロジック・コントローラ）のデータメモリ
に直接書き込みを行う機能です。
WB2F 形が、PLC の通信プロトコルに対応しているので、PLC で通信用の特別なプログラムを作成する必要
がありません。

データメモリ

データメモリ

プログラム

PLC

PLC 通信
プロトコル

要求 設定

取得

監視

応答

要求

データ書込

応答

データメモリとは？
PLC に内蔵されている読み書き可能な汎用記憶領域のことです。
WB2F 形と PLC のデータのやり取りはデータメモリを使用して行います。
データメモリに相当する記憶領域の名称・サイズなどは PLC ごとに異なります。
詳細はF3-1 ページ「3 設定と配線」をご確認ください。
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制限事項

1. 2	 制限事項
PLC 接続機能使用時には、以下の制限があります。

●●PLC に送信できる最大シンボルデータ長は 256 バイトです。
●● “NUL(0x00)” を含むシンボルデータの読み取りには対応していません。
●●読取動作は、シングルリードのみ可能です。
●●READ/ENTER ボタン、外部入力、制御コマンドによる読取要求はできません。
●●設置補助機能は使用できません。
●●設定値の取得、変更は行えません。

1. 3	 対応機種
本機能に対応しているWB2F 形は、以下の通りです。

形番 メインアプリケーションバージョン 補足
WB2F-100S1B A-001.000.00 以降 初回リリースバージョンです。

1. 4	 対応 PLC
本機能は、以下の PLC に対応しています。

メーカ シリーズ名 機種 接続方法 プロトコル

三菱電機

MELSEC iQ-R
RJ71C24※ 1 RS-232/RS-422

MC プロトコル
（形式 4, 4C フレーム ,
サムチェックあり）

RJ71C24N-R2 RS-232
RJ71C24N-R4 RS-422

MELSEC iQ-F

FX5-232-BD※ 1
RS-232

FX5-232ADP※ 1

FX5U CPU ユニット●
（FX5U-32MT/ES）※1 RS-422
FX5UC CPU ユニット

MELSEC Q
QJ71C24N※ 1 RS-232/RS-422
QJ71C24N-R2 RS-232
QJ71C24N-R4 RS-422

MELSEC L
LI71C24 RS-232/RS-422
LI71C24-R2※ 1 RS-232

※ 1	 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。
	 他の機種についてはお客様で動作確認の上ご使用ください。
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設定項目（WB2F 形）

1. 5	 設定項目（WB2F 形）
PLC 接続機能を使用するために必要な設定項目および設定値は、次のとおりです。
ご使用の環境に応じて設定ください。

●●WB2F 形の設定は、PLC 接続機能を使用する前に全て行ってください。
●●WB2F 形の設定を行う機器（パソコンなど）と、PLC 接続機能で接続する機器が異なる場合は、そ
れぞれに対応したケーブルをご用意ください。
●●記載されていない設定は行わないでください。
●●予約領域への設定は行わないでください。
●●設定値を変更した場合は、制御コマンドの「設定値セーブ」で設定値を保存してください。
「設定値セーブ」を実行せずに、電源をOFF、リセットまたは動作モードを変更した場合、変更前
の設定値に戻ります。

設定値にアスキーコードを指定する項目を設定する場合は、次の点に注意してください。
●● NUL（00H）は、設定値として使用できません。

●●最初のNUL（00H）手前までをデータとみなし、以降のデータは無効になります。

設定値 (16 進数 ) の太字の値は、WB2F 形の初期設定値 ( 工場出荷時の設定 ) を示しています。

大項目 小項目
アドレス
（16 進数）

サイズ
（10進数）

初期値
（16進数）

設定値
（16 進数）

補足

RS-232 設定

通信速度 0100 1 03

00：	 1,200bps
01：	 2,400bps
02：	 4,800bps
03：	 9,600bps
04：	 19,200bps
05：	 38,400bps
06：	 57,600bps
07：	115,200bps
0a：	 600bps

保存（save）後、電源の再投
入、リセットまたは動作モー
ドの変更で設定が反映され
ます。

データ長 0101 1 01 00：7bit
01：8bit

パリティ 0102 1 01
00：NONE
01：EVEN
02：ODD

ストップビット 0103 1 00 00：1bit
01：2bit

フロー制御 0104 1 00 00：なし
01：CTS/RTS

PLC
接続機能

機能有効 2200 1 00 00：無効
01：有効

有効にすると再起動後 PLC
と接続を開始します。
保存（save）後、電源の再投
入、リセットまたは動作モー
ドの変更で設定が反映され
ます。

プロトコル選択 2201 1 00 00：�MCプロトコル形式	
4 4C（Q,Lシリーズ）

接続している PLC のプロト
コルを設定します。

監視周期 2202 1 0A 01 - FF：	設定値×10ms
	 （10ms～2,550ms）

特殊エリアの監視周期を設
定します。

タイムアウト時間 2203 1 14 01 - FF：	設定値×10ms
	 （10ms～2,550ms）

PLC からの応答タイムアウ
ト時間を設定します。

リトライ回数 2204 1 05 01 - FF：	回 PLC へのコマンド再送回数
を設定します。
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設定項目（WB2F 形）

大項目 小項目
アドレス
（16 進数）

サイズ
（10進数）

初期値
（16進数）

設定値
（16 進数）

補足

PLC
接続機能

シンボルデータ格
納順序 2205 1 00 00：下位→上位

01：上位→下位

PLC のデータメモリにシン
ボルデータを書き込む際の
格納順序を設定します。

予約 2206 1 - -
予約 2207 1 - -

特殊エリア
開始アドレス

2208

4

00

00000000 - FFFFFFFF：
特殊エリア
開始アドレス

特殊エリアとスキャナ情報
エリアが重ならないように
設定してください。
特殊エリアは 4ワード（8バ
イト）のデータメモリを使用
します。

2209 00

220A 00

220B 00

スキャナ情報エリア
開始アドレス

220C

4

10
00000000 - FFFFFFFF：
スキャナ情報エリア
開始アドレス

特殊エリアとスキャナ情報
エリアが重ならないように
設定してください。

220D 00
220E 00
220F 00

予約 2210-221F 16 - -
プロトコル
パラメータ [0]

2220 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 

選択したプロトコル毎に設
定の意味が異なります。
詳 細 はF3-1 ペ ー ジ「3 
設定と配線」を参照してくだ
さい。

2221
プロトコル
パラメータ [1]

2222 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2223

プロトコル
パラメータ [2]

2224 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2225

プロトコル
パラメータ [3]

2226 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2227

プロトコル
パラメータ [4]

2228 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2229

プロトコル
パラメータ [5]

222A 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 222B

プロトコル
パラメータ [6]

222C 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 222D

プロトコル
パラメータ [7]

222E 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 222F

プロトコル
パラメータ [8]

2230 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2231

プロトコル
パラメータ [9]

2232 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2233

プロトコル
パラメータ [10]

2234 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2235

プロトコル
パラメータ [11]

2236 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2237

プロトコル
パラメータ [12]

2238 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 2239

プロトコル
パラメータ [13]

223A 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 223B

プロトコル
パラメータ [14]

223C 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 223D

プロトコル
パラメータ [15]

223E 2 0000 0000 - FFFF：
プロトコルパラメータ 223F
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2	動作仕様
PLC 接続機能の動作仕様について説明します。

2. 1	 概要
WB2F 形は、PLC のデータメモリを定期的に読み出しています。そして、読み出しているデータメモリが変
化するとデータメモリに割り付けられた機能を実行します。
この仕組みにより、PLC のデータメモリを指定の値にするだけでWB2F 形の各種機能の実行が可能です。

2. 2	 データメモリの割り付け
WB2F 形は、PLC のデータメモリに割り付けた「特殊エリア」と「スキャナ情報エリア」に対して読み書きを行
います。本機能使用時は、この 2つのエリアをデータメモリのどこに割り付けるかを設定します。
設定の詳細は、F1-3 ページ「1. 5 設定項目（WB2F 形）」をご確認ください。
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特殊エリア

2. 3	 特殊エリア
特殊エリア開始アドレスを先頭にデータメモリに以下の表に示す機能が割り付けられます。
該当アドレスの該当 bit を 1 にすることで各種機能を実行することができます。WB2F 形は要求された機能
を実行後、特殊エリアのゼロクリアを行います。
機能実行後のゼロクリアは、該当アドレスの該当 bit のクリアだけでなく、特殊エリア全体に対して行います。

アドレス
（OFFSET）

bit 機能 内容

0

0 PLC 接続機能終了 PLC 接続機能を終了します。
1 - 7 予約
8 シンボル読取停止 シンボルの読取を停止します。
9 シンボル読取開始 シンボルの読取を開始します。

10 - 15 予約

1

0 OK 出力 OFF OK 出力を停止します。

1 OK 出力 ON
OK 出力を開始します。（動作論理、動作時間は設定値に
従います。）

2 NG出力OFF NG 出力を停止します。

3 NG出力ON
NG 出力を開始します。（動作論理、動作時間は設定値に
従います。）

4 - 7 予約
8 ステータス LED（赤）OFF ステータス LED（赤）をOFF 状態にします。

9 ステータス LED（赤）ON
ステータスLED（赤）をON 状態にします。（点灯パターン、
点灯時間は設定値に従います。）

10 ステータス LED（橙）OFF ステータス LED（橙）をOFF 状態にします。

11 ステータス LED（橙）ON
ステータスLED（橙）をON 状態にします。（点灯パターン、
点灯時間は設定値に従います。）

12 ステータス LED（緑）OFF ステータス LED（緑）をOFF 状態にします。

13 ステータス LED（緑）ON
ステータスLED（緑）をON 状態にします。（点灯パターン、
点灯時間は設定値に従います。）

14 予約
15 予約

2 0-15 予約
3 0-15 予約
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特殊エリア

複数の bit を同時に 1にした場合、アドレス・bit ともに最下位のものを優先して実行します。それ以外の機
能は無視します。

例）	 以下の 3つの bit を同時に 1にした場合
●●「アドレス 0の bit8」
●●「アドレス 0の bit9」
●●「アドレス 1の bit0」

アドレス 0の bit8 に割り付けられた機能のみ実行されます。

例）	 以下の 3つの bit を同時に 1にした場合
●●「アドレス 0の bit0」
●●「アドレス 0の bit9」
●●「アドレス 1の bit0」

アドレス 0の bit0 に割り付けられた機能のみ実行されます。
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スキャナ情報エリア

2. 4	 スキャナ情報エリア
スキャナ情報エリア開始アドレスを先頭に PLC のデータメモリに以下の表に示す機能が割り付けられます。
WB2F 形は、スキャナ情報エリアに読み取ったシンボルデータ及びデータ長を書き込みます。

アドレス
（OFFSET）

bit 機能 内容

0 0 - 15 データ長 シンボルデータのデータ長を書き込みます。

1
0 - 7 データ [0]

読取ったシンボルデータを書き込みます。
シンボルデータの格納順序は設定値に従います。

8 - 15 データ [1]

2
0 - 7 データ [2]
8 - 15 データ [3]

3
0 - 7 データ [4]
8 - 15 データ [5]

・・・
・・・

・・・

シンボルデータは可変長です。予想されるデータ長以上の領域を確保してください。
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スキャナ情報エリア

例）	 スキャナ情報エリア格納例
スキャナ情報エリアへの格納例を以下に示します。
シンボルデータ格納順序の設定で、データメモリへの格納順序を変更することができます。

［条件］

スキャナ情報エリア開始アドレス： 100

データメモリ データ長： 16 ビット

シンボルデータ： “ABCDEFGHI[CR][LF]”11 バイト

位置 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
ASCII A B C D E F G H I [CR] [LF]
HEX 41H 42H 43H 44H 45H 46H 47H 48H 49H 0DH 0AH

●●［格納イメージ］（シンボルデータ格納順序：下位→上位）
アドレス 上位バイト 下位バイト 補足
100 000BH <- シンボルデータ数 11 バイト
101 42H 41H <- 下位バイト、上位バイトの順番で格納されます。
102 44H 43H
103 46H 45H
104 48H 47H
105 0DH 49H
106 00H 0AH <- 上位バイトは 00Hでパディングされます。

●●［格納イメージ］（シンボルデータ格納順序：上位→下位）
アドレス 上位バイト 下位バイト 補足
100 000BH <- シンボルデータ数 11 バイト
101 41H 42H <- 上位バイト、下位バイトの順番で格納されます。
102 43H 44H
103 45H 46H
104 47H 48H
105 49H 0DH
106 0AH 00H <- 下位バイトは 00Hでパディングされます。
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開始・終了

2. 5	 開始・終了
PLC 接続機能は以下の条件で開始・終了させることができます。

開始条件
WB2F 形の設定項目のアドレス ”2200”（PLC 接続機能 - 機能有効）を ”01”（有効）に設定・保存を行なった状態
で電源OFF から ONにする

開始条件が成立すると、ステータス LED（緑）が点滅します。
点滅終了後、PLC 接続機能を開始します。

終了条件
●●WB2F 形の READ/ENTER ボタンを 5秒間押下する
●●PLC のデータメモリの特殊エリアの PLC 接続終了 Bit を 1 にする

終了条件が成立すると、ステータス LED（赤）が点滅します。
点滅終了後、PLC 接続機能が終了します。
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動作シーケンス

2. 6	 動作シーケンス
WB2F 形は、以下に示す 4つの動作を繰り返し行います。

1	シンボルの読み取りが完了していれば、スキャナ情報エリアへシンボルデータの書き込みを行う
2	要求された機能の実行が完了していれば、特殊エリアのゼロクリアを行う
3	特殊エリアの bit が 1 であり機能実行の要求があれば、割り付けられている機能を実行する
4	 1 ～ 3 に該当しなければ、特殊エリアの読み出しを行う

1. 2. 3. 4.

NO

YES

NO

YES

NO

YES

開始

リードエリア
書き込み実行

シンボル
読取完了？

特殊エリア
書き込み実行
（ゼロクリア）

要求機能
実行完了？

スキャナ
機能実行

機能実行
要求あり？

特殊エリア
読み出し実行

PLC のプログラム作成時は、以下にご留意ください。
①	 特殊エリアが全て 0であることを確認した後に、特殊エリアの bit を 1 にしてください。
	 （PLC のプログラム上では、別タイミングで別 bit を 1 にしても通信のタイミングによっては同
時に複数の bit が 1 になったとみなされることがあります。）

②	 シンボル読取開始の要求を行う前にスキャナ情報エリア ( データ長 ) をゼロクリアしてくださ
い。

③	 WB2F 形と PLC の通信が指定回数リトライを行っても不成立の場合は、” 特殊エリア読み出し
実行 ”に遷移します。

④	 通信復旧時に、特殊エリアの bit が 1 の場合は、該当する機能を実行します。
	 （通信不成立前に PLC のプログラムが要求した機能であっても、通信成立時に特殊エリアの bit
が 1 であれば、これに従い動作します。）
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例）	 PLC プログラムとWB2F 形のデータメモリへのアクセス

WB2F 形
PLC

プログラム

特殊エリア　ゼロチェック

スキャナ情報エリア
データ長　ゼロクリア

データメモリ書込

データメモリ読出

スキャナ情報エリア
データ長　チェック

特殊エリア
シンボル読取開始 bit ON

シンボル
読取開始処理

シンボル
読取処理

（読取結果生成）

シンボル
読取完了時処理

特殊エリア
bit ON チェック

特殊エリア　ゼロクリア

スキャナ情報エリア
データ長、データ　書込

データメモリ
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3	設定と配線
WB2F 形と PLC の接続について説明をします。

3. 1	 PLC との接続
接続方法には、WB9Z 形コードスキャナ対応通信ユニットを使用しない方法と使用する方法があります。

通信ユニットを使用する場合
WB2F 形、通信ユニットおよび PLC を接続します。通信ユニットは RS-232 の中継器、または RS-422 の変換
器として使用します。
WB2F 形、通信ユニットおよび PLC の設定を行い、RS-232/RS-422 接続をします。

DINコネクタ接続
（RS-232） RS-232/RS-422

通信ユニットを使用しない場合
WB2F 形と PLC を接続します。
WB2F 形、PLC の設定を行い、RS-232 接続をします。

RS-232

WB2F 形、通信ユニットおよび PLC の仕様、設定方法は、各種マニュアルをご参照ください。
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3. 2	 MC プロトコル設定
3. 2. 1	 概要
WB2F 形とMELSEC シーケンサ間で、データの送受信を行います。

MCプロトコルとは、「MELSEC コミュニケーションプロトコル」の略称で、外部機器（WB2F 形など）とシーケ
ンサが通信するためのMELSEC シーケンサ用の通信プロトコルです。

WB2F 形は、以下の条件でMCプロトコル対応機器とのデータの送受信が可能です。

プロトコル 形式 4, 4C フレーム , サムチェックあり
対応シリーズ※1 MELSEC iQ-R/iQ-F/Q/L シリーズ
接続方法 RS-232/RS-422
データメモリ データレジスタ

※ 1	 対応機器の詳細は、F1-2 ページ「1. 4 対応 PLC」を参照ください

3. 2. 2	 WB2F 形 設定例
MELSEC シーケンサとデータの送受信を行うためには、WB2F 形の RS-232 と PLC 接続機能の設定を行う必要
があります。
MCプロトコル選択時、プロトコルパラメータ [0] ～ [15] は、以下の設定を意味します。

プロトコルパラメータ [0] 局番
プロトコルパラメータ [1] ネットワーク番号
プロトコルパラメータ [2] PC 番号
プロトコルパラメータ [3] 要求先ユニット I/O 番号
プロトコルパラメータ [4] 要求先ユニット局番号
プロトコルパラメータ [5] 自局番号
プロトコルパラメータ [6] ～ [15] 未使用
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WB2F 形の設定例を示します。

大項目 小項目
MCプロトコル
項目名

アドレス
（16 進数）

サイズ
（10 進数）

設定例
（16 進数）

設定説明

RS-232
設定

通信速度 0100 1 03 03：9,600bps
データ長 0101 1 01 01：8bit
パリティ 0102 1 01 01：EVEN
ストップビット 0103 1 00 00：1bit
フロー制御 0104 1 00 00：無し

PLC
接続機能

機能有効 2200 1 01 01：有効

プロトコル選択 2201 1 00 00：�MC プロトコル 形式 4 4C ●
（Q,L シリーズ）

監視周期 2202 1 0A 0A：10 × 10ms（100ms）
タイムアウト時間 2203 1 14 14：20 × 100ms（2,000ms）
リトライ回数 2204 1 05 05：5 回
シンボルデータ格納順序 2205 1 00 00：下位→上位

特殊エリア開始アドレス

2208

4

00

00000000：D00000
2209 00
220A 00
220B 00

スキャナ情報エリア
開始アドレス

220C

4

10

00000010：D000016
220D 00
220E 00
220F 00

プロトコル
パラメータ[0] 局番

2220
2 0000 0000：局番 0

2221

プロトコル
パラメータ[1]

ネットワーク
番号

2222
2 0000 0000：ネットワーク番号 00

2223

プロトコル
パラメータ[2] PC 番号

2224
2 00FF 00FF：PC 番号 FF

2225

プロトコル
パラメータ[3]

要求先ユニット
I/O 番号

2226
2 03FF 03FF：要求先ユニット I/O 番号 03FF

2227

プロトコル
パラメータ[4]

要求先ユニット
局番号

2228
2 0000 0000：要求先ユニット局番号 00

2229

プロトコル
パラメータ[5] 自局番号

222A
2 0000 0000：自局番号 00

222B

MC プロトコル設定時のプロトコルパラメータは、MCプロトコル項目名に名記載の意味になりま
す。
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3. 2. 3	 通信ユニット設定例 （WB9Z-CU100）
通信ユニットの設定例を示します。

大項目 小項目
アドレス
（16 進数）

サイズ
（10 進数）

設定値
（16 進数）

設定説明

RS-232 設定

通信速度 8100 1 03 03：9,600bps
データ長 8101 1 01 01：8bit
パリティ 8102 1 01 01：EVEN
ストップビット 8103 1 00 00：1stop
フロー制御 8104 1 00 00：無し
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3. 2. 4	 PLC 設定例
シリアルコミュニケーションユニット QJ71C24N の設定例を示します。

項目 設定例 備考

伝送設定

動作設定 独立
データビット 8 WB2F 形の設定と合わせてください。
パリティビット あり WB2F 形の設定と合わせてください。
奇数 /偶数 / パリティ 偶数 WB2F 形の設定と合わせてください。
ストップビット 1 WB2F 形の設定と合わせてください。
サムチェックコード あり 　
RUN中書込み 許可 　
設定変更 許可 　

通信速度設定 9,600bps WB2F 形の設定と合わせてください。
交信プロトコル設定 MCプロトコル ( 形式 4) 　
局番設定 0 WB2F 形の設定と合わせてください。

上記の設定を、GX Works2 で行うことができます。手順は以下の通りです。（WB2F 形は CH1 に接続します）
ナビゲーションウィンドウ内の［プロジェクト］-［インテリジェント機能ユニット］-［0020:QJ71C24N］-［ス
イッチ設定］を、ダブルクリックするとスイッチ設定ウィンドウが開くので、以下の図の CH1 の設定を行い
ます。
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3. 2. 5	 結線例
QJ71C24N と通信ユニット（WB9Z-CU100）、WB2F 形（WB2F-100S1B）の結線例を示します。
図を参考に配線してください。配線中は電源をOFF にしてください。

例）	 QJ71C24N （CH1）と通信ユニット（WB9Z-CU100）の RS-232 結線

SG

名称

RD
SD

CS
RS

1CD（DCD）
ピン番号名称

2RD（RXD）
3SD（TXD）
4ER（DTR）
5SG
6DR（DSR）
7RS（RTS）
8CS（CTS）
9CI（RI）

Dサブ9ピンコネクタ

WB9Z-CU100QJ71C24N（CH1）

例）	 QJ71C24N (CH2) と通信ユニット（WB9Z-CU100）の RS-422 結線

SG

名称

RDB
RDA

SDA
SDB

1SDA
ピン番号名称

3SDB
5RDA
7RDB
2SG

WB9Z-CU100QJ71C24N（CH2）

例）	 QJ71C24N （CH1）とWB2F 形（WB2F-100S1B）の RS-232 結線

ピン番号 ケーブル線色
６ 桃

名称 機能
TXD黒dot1CD（DCD）

ピン番号名称

2RD（RXD）
3SD（TXD）
4ER（DTR）
5SG
6DR（DSR）
7RS（RTS）
8CS（CTS）
9CI（RI）

RS-232送信データ
10 桃 RXD赤dot RS-232受信データ
11 黄 CTS赤dot RS-232制御信号
12 黄 RTS黒dot RS-232制御信号
9 橙 0V黒dot2 電源-（SG兼用）
5 橙 +5V赤dot2 電源+

DC5V

Dサブ9ピンコネクタ

WB2F-100S1BQJ71C24N（CH1）

注意注意 電源の逆接続は絶対にしないでください。破損の原因になります。
配線をする際は、WB2F 形、通信ユニットのユーザーズマニュアルをよく読んでから配線作
業を行ってください。
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